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　第４回　第６次信濃町長期振興計画審議会　議事録 

 

日時：令和６年 11 月 29 日（金）16 時～16 時 45 分 

場所：信濃町役場　第１･２会議室 

出席者 

○出 席 委 員　小林幸雄 会長、吉川正勝 副会長、小林栄 委員、柳本裕史 委員、 

吉川正市 委員、衣川美智子 委員、豊田恵佐学 委員、荒井保幸 委員、 

鈴木耕太郎委員、有坂貴史 委員、外谷政子 委員、赤松玄人 委員、 

原山進一 委員、二本松三雄 委員、荒井敏 委員、太田美佳 委員、 

大澤千絵 委員、石田良彦 委員、小西隆文 委員、石川健一 委員、 

北村勇 委員（21 人） 

〇欠 席 委 員　風間幸一 委員、佐藤正和 委員、飯塚弘司 委員、佐藤利恵 委員、 

飯田和馬 委員、高力一浩 委員（６人） 

○町（事務局）　小林副町長、松木総務課長 

総務課まちづくり企画係　小林係長、小林主幹 

○計画策定支援事業受託者　特定非営利活動法人 SCOP　北村主席研究員 

 

１　開　会 

（松木総務課長） 

定刻になりましたので、ただ今から第４回信濃町長期振興計画審議会を開会いたします。

審議会条例第７条の規定により、過半数の委員の出席がありますので、本会議が成立してい

ることを報告いたします。まずは、小林会長の挨拶をお願いいたします。 

 

２　会長挨拶 

（小林会長） 

みなさん、本日はご出席いただきましてありがとうございます。午後４時からという時間

にも関わらず多くの方に出席いただきました。答申についてですが、計画の原案をもって答

申とすること、審議会での意見も答申に添えて町長にお渡しすることについては第３回の審

議会で了解を得ております。 

今回はこの原案について確認いただき、また、添える意見の内容についても審議いただき

たいと思います。最後の会になりますので、活発な意見をお願いいたします。 

 

３　議事録署名委員の指名 

（小林係長） 

　本日の署名委員は、公募委員の方々での持ち回りというころで、石田良彦委員、小西隆文

委員にお願いしたいと思います。 
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４　協議事項 

（小林会長） 

　これより協議に入ります。協議事項１　後期振興計画原案について事務局から説明をお願

いします。 

（北村研究員） 

　以下の資料について説明 

　　資料１　第６次長期振興計画後期基本計画（原案）について説明 

（小林会長） 

　ただいま、協議事項１ついて事務局より説明いただきました。質疑を行います。 

（委員） 

　総合戦略の数値目標３①と数値目標４①に同じ数値が入っていますが、間違えですか。 

（小林係長） 

　誤りです。内容について、みらい創生会議でもう一度審議しまして正式に掲載いたします。 

（委員） 

　総合戦略のプロジェクトはだれが実行するのですか。 

（小林係長） 

　各課横断的に進めていくものをプロジェクトとして表現しています。106 頁の体系整理表

をご覧ください。例えば、地域ぐるみで子どもを育む町ですが、施策分野には総務教育係と

子ども支援係の業務内容が書かれています。それを施策（プロジェクト）では自然保育、子

育てプロジェクトと小中一貫 GIGA スクールプロジェクトとなっており、計画の中には横断

的にということなのでどこの係で実行するとは表記されていません。 

　ご意見としていただきみらい創生会議の中で、調整し掲載する予定です。 

（委員） 

　旗振り役等はいるのですか。 

（小林係長） 

　後期基本計画と総合戦略は総務課まちづくり企画係が事務局を行っており、評価について

も取りまとめを当係で行っています。KPI も共通して設定していますので、PDCA サイクル

を回しで実行していきます。 

　ただ、企業版ふるさと納税は総合戦略に記載されていないと財源として充当できないこと

となっていますので、想定されるプロジェクトをすべて記載しています。記載のすべてのプ

ロジェクトを３年間や５年間で達成するということではなく、KPI を達成するための手段と

してプロジェクトがあるとご理解していただければと思います。 

（委員） 

　原案の中に、後期基本計画の進捗管理の考え方がありますが、これは総合的にまとめ、進

捗を推進する窓口はまちづくり企画係ということでよろしいですか。 

（小林係長） 

　はい。 

（小林会長） 

　ほかにありますか。では、今指摘のあったところは事務局で修正するということです。こ

の原案をもとに、デザイン等を入れ印刷するということで、この原案をもって答申というこ
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とでよろしいでしょうか。意見がないようですので、そのようにしたいと思います。 

　続きまして審議事項２　答申に添える意見について　事務局から説明をお願いします。 

（小林美） 

　以下の資料について説明 

　　資料２　答申に添える審議会での意見について説明 

（小林会長） 

　ただいま、協議事項２ついて事務局より説明いただきました。質疑ありますか。 

（委員） 

　なしの声 

（小林会長） 

ないようなので次に進めます。 

　つづきまして、審議事項３　答申について　事務局から説明をお願いします。 

（小林美） 

　以下の資料について説明 

　　資料３　答申書類について説明 

（小林会長） 

　ただいま、協議事項３ついて事務局より説明いただきました。質疑ありますか。 

（委員） 

　なしの声 

（小林会長） 

　では、答申については以上のようにしたいと思います。 

　本日予定しておりました審議事項は以上となります。これをもって議長の任を解かせてい

ただきます。ご協力ありがとうございました。 

（松木総務課長） 

　ありがとうございました。会長、答申はいつどのようにすればよろしいでしょうか。 

（小林会長） 

　是非皆様の前で町へ答申書をお渡ししたいと思いますが、町長が急遽所用で不在と聞いて

おります。本日は副町長にお渡ししたいと思います。 

（松木総務課長） 

　では、会長、副町長、会場の前方へ移動してください。 

 

【審議会から町へ答申書の受け渡し】 

 

（副町長） 

　確かに受け取りました。小林会長はじめ委員の皆様にはたくさんのご意見をいただき答申

書をいただきました。審議会は最後ですが、この計画に沿いまして職員と情報共有しながら

今後事業を進めていきたいと思いますので、今後ともご指導ご協力をお願いいたします。本

日はありがとうございました。 

（松木総務課長） 

　最後に委員さんから意見等ございますか。 
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（委員） 

　岡山県のある町で出生率が５年間で 1.41 か 2.95 になったと報道されていました。私はや

ればできると感じました。地方創生は 10 年以上国が働きかけてきましたが、どの自治体も

よくなっていない事実があります。その番組の中で町長が自らいろいろな施策を計画するこ

ともありますが、担当者が自ら考え行動することだと言っていました。信濃町役場職員が 

上から与えられたものではなく、町の状況に応じた行動が必要と思います。この町が良くな

るようにとの思いは、審議会の委員の皆さんも同じだと思いますので、後期計画の５年間で

少子化をはじめ様々な施策がいい方向にすすめばと思います。我々も含め町役場の担当者が

いい方向に行くよう努力していければと思いましたので、紹介させていただきました。 

（総務課長） 

　今回の計画は職員自ら作ってきた計画です。達成するよう着実に進めてまいります。 

（委員） 

　答申書に添える意見にも書かせていただきましたが、野尻湖畔を徒歩で散策できる整備を

ぜひ周辺の方の協力を得て実現させてほしいです。湖は大切な資源であり特に野尻湖からの

景色や環境は素晴らしいものがあります。その素晴らしさを住民や、観光客に知ってもらい

歩くことで良さを感じてもらえれば、再度また訪れたい町になると思います。 

（松木総務課長） 

　ありがとうございます。では最後に小林会長から一言お願いいたします。 

（小林会長） 

　昨年 12 月に町長から諮問をいただきまして、この審議会がスタートしました。各団体の

代表の方、そして７名もの公募の委員の方に参加していただき、合計 27 名の委員で審議し

てきました。聞きなれない言葉もある中で大変だったと思いますが、来年度の予算編成に間

に合うようにでましたことについて、皆様にご協力に深く感謝申し上げます。 

　審議会は本日が最後となりますが、どうかこれからも町政をしっかり見守っていただき適

切なご意見を頂戴できたらと思います。 

　町役場の皆さんも少子高齢化のなか、国の税制改革が今後どのように地方財政に影響して

くるのかわかりませんが、後期基本計画をしっかり実行していただきたいと思います。 

（小林係長） 

　答申としていただきました計画の原案は、細部にわたりもう一度誤字等を修正しまして正

式な原案としたいと思いますので、皆さんでお気づきの点がありましたらお寄せいただけれ

ばと思います。また、移住を検討している方にも町の紹介という観点から活用できたと思い

ます。 

（松木総務課長） 

皆さま、一年間本当にありがとうございました。以上を持ちまして第４回長期振興計画審

議会を閉会いたします。 

（16：45 終了） 


